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Abstract

This paper describes an online course for elementary and intermediate Chinese learners 

that I conducted as a part-time instructor in 2020. Because of the special circumstances of 

the coronavirus disease pandemic, I developed a low-cost interactive course through bricolage 

of learning management systems and social network sites familiar to students. Specifically, the 

majority of the teaching materials were presented on the Moodle platform, and anonymous 

questions were accepted from students via Google Form, which were then answered for all 

students using the Open Chat function of LINE. In addition, for some classes, Zoom was 

effectively used to conduct one-on-one oral exams with students, and the breakout room 

function was used to allow students who tended to be isolated to interact with each other. 

In order to keep this system running for a year, I had to work from early morning to late at 

night every day, which may not be a sustainable method. However, a part-time lecturer like 

myself, who could not invest money in equipment or get help from teaching assistants, was 

able to make the best use of limited resources to continue the students’ learning and greatly 

contribute to the improvement of their Chinese language skills during the pandemic.

はじめに

本稿は筆者の2020年度における中国語科目のオンライン授業実践記録である１。2020年はコ

ロナ禍により各大学は遠隔授業を強いられた。筆者は2020年度、慶應義塾大学を含む４校で合

計12コマの中国語授業を担当した。コロナウイルス感染症の蔓延に伴い、大学はオンライン授

業への転換を迫られたため、多くの大学は５月に開講がずれ込むことになったが、その間、筆

者のような専業非常勤講師は、授業の全体像を構築する必要があった。SNS等で流れてくる

コロナ危機における

中国語オンライン授業の挑戦
―Moodleと身近な SNSを活用して実現した双方向性ある授業

石　野　一　晴
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各教員の個人的な取り組みは興味深く、自らの授業を構想する上でも非常に役に立った。しか

しながら、高価な機材の購入や、一定程度のスペックの PCを有していることを前提とした試

みも多く、経済的資源に乏しい非常勤講師にとっては、それを試すことは困難であった。その

上、それらの教員よりも画質・音質に劣る授業をすることで、学生に比較されてしまうのでは

ないかという不安もあった。筆者は、あり合わせのもので間に合わせて授業を構築して行かざ

るを得ない。不安定な回線と、スペックの低いノートパソコンでも駆動できるシステムを求め

て、知恵を振り絞るしかなかった。

さらに問題となるのは受講生の環境である。端末を所有しているのか、ネット環境はあるの

か、LMSを使いこなすことができるのか、不安は尽きない。学生の ITリテラシーには個人

差が大きいから、開講当初にはそれなりのサポートなしには授業が円滑に運営できないのでは

ないかと危惧された。そして、最大の難関は双方向性の確保であった。課題へのフィードバッ

クをどうするか、学生からの質問をどう集めるのか、今年度の授業の成否はおそらくこの部分

で決まるのではないかと思われた。

上記のような問題を解決するために、以下のような３つの方針を立てることにした。

①  授業の中核にはMoodleによるオンデマンド教材を据え、アウトプット中心の授業を展

開し、課題には可能な限り速やかにフィードバックをする。

②  学生との双方向性を高めるため、学生が使いやすい質問の方法を自分で選べるようにする。

③  Zoomが利用できる大学では、教員と学生、学生同士の交流を活性化させる。

これらのことを、自らの所有するデバイスと、あり合わせの知識を組み合わせてどのように

実現したのかを、順次説明していくことにしたい。第１章では、授業の中核となるMoodleの

活用法について述べる。第２章では LINEと Googleフォームを用いて質問を集め、それを全

体で共有する仕組みについて説明する。第３章では、学生たちをオンラインで交流させるため

に行った筆者のささやかな取り組みについて説明する。

なお、上記のような目標を達成するための第一段階として、５月に開講する際に筆者が注意

したのは、「まず顔がみえる授業をする」ということであった。Zoomを利用して初回ガイダ

ンスができる授業では、学生の前で自己紹介などのコミュニケーションができるが、完全オン

デマンドの授業では、学生とは文字上のコミュニケーションが中心となる。しかし、顔も知ら

ない教員に大量の課題を課せられては、学生のモチベーションが上がらないのではないか。そ

う考えた筆者は、YouTubeにメッセージ動画をアップロードしたり、LMSやメールのアイコ

ンは全て顔写真にしたりして、少なくとも文字の向こうには生身の人間がいることを実感して

もらうように努力した。
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第１章　授業の核となるMoodleの活用について

まず授業の中核として定めたのは LMSのMoodleであった。実は、筆者はオンライン授業

とは関係なく、対面授業でもMoodleを積極的に利用することを決めて準備を始めていたと

ころであった。筆者はかつてMoodleを用いた初年次教育授業を担当した経験があり、様々

な機能を調べていくうちに、この LMSは語学教育と相性が良さそうだと感じていた。それゆ

え、2019年度に慶應義塾大学外国語研究教育センターでもMoodleが運用されていることを知

ると、試験的に運用を始めていたのであった。ただ、問題集などの教材を作成するための時間

的余裕が不足していたこと、そして対面授業の中での LMSの位置づけが定まりきらなかった

こと、また教科書の音声などをアップロードするには著作権の問題が懸念されたことなどか

ら、あくまでも参考資料として簡単な小テストや動画のリンクを提示するのみに留まってい

た。2020年度は、前年度の反省に鑑み春休み中から徐々に小テストを作成しはじめていたの

で、Moodleを全面的に利用することへの心理的な負担は全くなかった。

Moodleが比較的に広範に普及していたことは不幸中の幸いであった。出講先でメインとな

る LMSとして設定されていたのは、早稲田大学に限られたが、慶應義塾大学、学習院大学で

も部局レベルでMoodleが提供されていた。それぞれ利用しているバージョンは微妙に異なり、

大学によっては独自のカスタマイズが行われているが、基本的な機能に大差は無い。問題を作

成するツールを利用して、データベースを作成することも容易である。教科書が共通していれ

ば、問題を複数校で共有することも可能であった。非常勤講師が複数のシステムに対応するこ

とを求められた中で、自らの望む LMSの使用が認められたことは、負担を大幅に軽減し、リ

ソースを学生対応に注ぐことを可能にした。

問題は、Moodleをどう運用するかである２。筆者は４月中に以下のような方針を定めた。 

「授業の中核にはMoodleのオンデマンド教材を据え、小テスト機能を用いてアウトプットを

中心としたコンテンツを設計する。授業は動画ではなく音声と資料を配信し、関連する小テス

トを課すことで確実に理解させる。教科書付属の練習問題等は手書きで解答させ、写真撮影し

て提出させる。Zoom等が十分に使えるかはわからないので、発音指導は音声ファイルを提出

させて、それにフィードバックをする形で実施する。」この方針を基本として、授業に間に合

うようにコンテンツを作り続けた。

コンテンツの冒頭には単語テストを置いた。これは授業前に最低限の予習を習慣化してもら

うためである。内容はリスニング問題、単語からピンインへの変換、ピンインで書かれた文章

を中国語に直すなど、教科書に出てくる単語を確実に記憶することを課した。これらは別解が

滅多に生じないので自動採点が容易であった。問題を速やかに大量に作成するためには様々な

ツールが開発されているが、筆者が最も活用したのは北海道科学大学の深井裕二氏が提供して

いる QuEdit（https://www1.hus.ac.jp/~fukai/）であった。オフラインで作業できるので、シ
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ンプルな記述問題であればMoodle上で作成するよりも圧倒的に素早く作成できる。例えば、

教科書の単語の音声を聞かせ、正しい簡体字を入力させるリスニング問題は毎回10問以上作

成した。また、ピンインの知識を確実なものとするため、単語のピンインを入力させる問題も

多用した３。加えて、後述するように並べ替え問題は１年生の秋学期の授業や２年生以上の中

級の授業に大きな威力を発揮した４。

Moodleは小テストの得点に応じて再受験の回数を設定できるので、合格点に到達しなかっ

た学生に再受験をさせることができる。筆者は再受験を無制限にして満点を合格条件とした。

これをシステム化するために活用したのが「利用制限」機能であった。全ての小テストに、満

点を取得したら活動完了になるよう設定を施し、右側のチェックボックスに印が入るように設

定した。その上で、一つ前のコンテンツが活動完了にならないと、次のコンテンツにアクセス

できないように制限をかけたのである。こうすると、受講生は全ての単語を暗記し、文法事項

も理解しないことには受講を完了することができなくなる。なお、初回は適当に解答して正答

を確認し、２回目以降で満点を取るような行為が横行しないように、期末成績は初回受験成績

を積算することにした。なお各コンテンツの受講期限は、３日以内、もしくは１週間以内とし

て、通信環境に恵まれない学生に配慮した。期限に遅れた学生はその段階で履修継続不可とい

う設定にしたものの、諸般の事情で締切に間に合わなかった学生には適宜救済した。

この方式では、満点を必須にしたとしても、いくらでも資料を参照できるので教育効果が上

がらない懸念もあったが、筆者は学生を信頼することにした。また、この課題は仮に資料を参

照したとしても意味があるように設定している。中国語の授業、とくに初年次の授業において

教科書付属の練習問題は、教科書を参考にしながら解くことは珍しくない。何らかの資料を参

考にしたとしても、正答を IMEで打ち込むことで身につくことは確実にあるはずである。

例えば、筆者はリスニング問題、とくに教科書の単語もしくはフレーズのディクテーション

を多数出題した。名目上は音を聞いて何も見ずに正答を入力してもらうのだが、仮に教科書を

参照しても、当該学生は少なくとも中国語の音声を聞いて、正しい単語やフレーズを教科書か

ら探し出すという活動をしなければならない。

筆者は例年、対面授業で学生に教科書付属の CDないしはMP3を自宅で、あるいは通学時

に何度も聞くことを推奨しており、実際に大半の学生がそれを実行してくれるのだが、何人か

の学生は CDから PC、スマートフォンに音源を取り込んだり、MP3をダウンロードしたり

すること自体を手間に感じるようで、全く実行してくれない。授業時のトレーニングだけでは、

絶対的な練習量が足りないので、リスニングに全くついて行けず、そのまま脱落していく学生

は毎年何人かいるものであった。Moodleで満点必須のリスニング問題を解くことは、少なく

とも１回は教科書の音声を聞くことが担保される。リスニングが苦手な学生は１回聞いただけ

では正答にたどり着けないであろう。かくして当該学生は否が応でも中国語の音声と複数回付
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き合わざるを得ない。Moodleの小テストによってこのような最低限の学習をシステムとして

埋め込むようにしたのである。

文法事項などの解説は音声と資料を別々に配信することにした。PowerPointに音声を埋め

込んで動画にする方法や、各大学の配付するツールや Zoomなどを用いて動画を作成する方

法なども検討したが、動画自体の容量が大きく、学生の通信環境に配慮する必要があったこ

と、さらに筆者自身の端末が非常に貧弱で動画編集ソフトが上手く作動しなかったことなども

あり、音声配信のみとした。スライドは全て頁数を振り、「○ページをご覧ください」といっ

た言葉を適宜いれつつ、ページめくりは学生個々に任せた。スライドはできる限りカラフルに

して、時折「遊ぶ」ようにした。単語解説のスライドではその単語に関係しそうな「いらすと

や５」の画像を散りばめ、例文も学生の印象に残りそうな内容を含めることにした。

音声はMoodleに埋め込むパターンと Google Driveや BOXといったオンラインストレー

ジへのリンクを張るパターンの両方を準備した。前者はワンクリックで音声が聞けるという利

点があるが、Moodleのページ読み込みが遅くなるという難点があった。後者はクリック数が

増えるが、倍速などに対応していたので、これを好む学生もいた。時間は10分をひとつの単位

として考え、基本は２本、最大でも３本30分以内に止めるようにした。語学の授業はアウト

プットこそ重要である。あくまでも「精講多練」をモットーに、説明は簡潔に留めた。

文法理解を定着させるために利用したのが並べ替え作文である。この作り方を覚えることが

できたことは１年間の授業を非常に楽にした６。Moodleにはmanabaなどとは異なり並べ替え 

問題が標準でサポートされていない。それゆえ「ドラッグ＆ドロップテキスト」問題を応用 

する必要がある。例えば５つの単語を並べ替えるのであれば、以下のように問題テキストに 

［［１］］［［２］］［［３］］［［４］］［［５］］という選択肢を打ち込み、選択肢に中国語の文章を単語

ごとに分けて入力しておく。そして「シャッフル」設定をオンにすれば、適宜単語が並べ替え

られて出題される（図１参照）。

これはスマートフォンでも使いやすく、対面授業でも通学時間中などの細切れの時間を使っ

て授業の復習をすることもできるだろう。そもそもMoodleの活用を考え始めたきっかけは、

忙しい学生が通学途中に簡単に問題演習ができる仕組みを実現したいと思っていたからである７。

筆者は、教科書の練習問題や例文を活用して、大量の問題をストックすることができた８。
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なお、これらの小テストを作成する際には、復習テストとして再利用したり、学生ごとに異

なる実力テストを作成したりするためのデータベースとして活用できるように意識した。単元

ごとや文法項目ごとのフォルダを作成してそこに問題を蓄積していくようにすれば、小テスト

のランダム出題機能を利用することで、任意の問題数をランダムに出題する実力テストが作成

できる。また、文法問題に関してはレベルごとに分類して水準を平準化してフォルダ分けした。

図１　ドラッグ＆ドロップテキストを応用した並べ替え問題
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これを応用すれば、忘却曲線の理論に基づいて、忘れそうになる頃に再度出題して、理解を確

実なものにするような授業設計も可能であろう。

この１年間で、気付けば合計数千の問題を作成していたが、このような作業は一人で行うに

は限界がある。将来的にはデータベース作成は多くの研究者や TAなどの協力を得て実施しな

いと難しい。著作権の問題などがクリアされれば、教科書ごとにMoodleの小テストを作成し

てデータベース化することや、あるいはMoodleを用いることを前提とした教科書が出版され

てもよいのではなかろうか。

各種小テストの解答は受験終了後、すぐに確認できるように設定した。解説も全体フィード

バック欄に事前に入力しておき、終了後にすぐ復習できるようにした。画像などを提出する課

題も、先述の利用制限機能を応用して、提出後すぐに解答・解答例の PDFを閲覧できるよう

に設定した９。自分の解答が合っているかどうかは、問題を解き終わってすぐのタイミングが

一番気になっているだろうから、それに対してすぐにフィードバックできる体制を整えたので

ある。

Moodleは学生の受験状況をモニタリングすることが可能なので、受験時間などの総計から

学生の負担を把握することができる。そこで、学生の平均的な課題完了時間が90分から120分

の間に収まるように心がけた。この分量に対してはアンケートでは「やや負担が大きい」と感

じる学生が半数を超え、２割程度の学生が「非常に負担が大きい」と感じていた 10。筆者は時

折寄せられる学生からの負担軽減への要望に対し、適宜問題数の削減などを施したが、それ以

上に気を遣ったのは、できる限り形式を定め、それを繰り替えすことであった。学生の水準を

高めるためには、様々なメニューを提示して、複雑な刺激を与えたかったのだが、学生は毎回

課題にどれだけの時間がかかるのか推測しづらくなり、学習計画も立てづらくなる。今年度の

オンライン化で大量の課題に悩まされている学生に必要以上の負荷を与えることは避けたかっ

た。課題が締切までに終わるかどうか分からないという状況は、心理的な負担も大きいだろう。

授業中も学生の受験状況をリアルタイムで観察しながら適宜問題にヒントを増やしたりして、

負荷の調整を試みた。

Moodleについては、筆者はこの１年間で様々な試行錯誤を繰り返してきた。書くべきこと

は山のようにあるのだが、紙幅にも限りがあり、上記のような概要の説明に留めたい。ご覧に

なって分かるように、筆者の作り上げたMoodleのコースは、課題量が多い。そして満点を取

らなければ単位が認定されない。これだけの量のトレーニングを確実にこなせば、実力は否が

応でも上がる。とはいえ、受講生がこの課題量を少なからず負担に感じていたのも事実であ

る。スパルタ式の授業だけでは離脱者が続出する可能性も否定できない。このシステムが１年

間何とか回ったのは、筆者の授業が単に無味乾燥な課題の繰り返しではなく、学生とのコミュ

ニケーションがある程度成立したからだと考えている。以下に、そのコミュニケーションツー

ルについて紹介をしたい。
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第２章　学生との双方向性を確保する

第１節　LINEオープンチャットの活用

Moodleを核にできたことで、授業としての形を整えることができた。おそらく、これだけ

でも授業をオンライン化するという最低限の任務は果たすことができたであろう。しかしなが

ら、双方向性をいかに確保するかは大きな課題であった。そもそも一部の大学では、学生が

Moodleに自分で登録してもらう必要があった。登録の方法をどのように伝えるのか、登録に

問題があった場合にどのように学生からの連絡を受け付けるのか、悩ましい問題が残る。もち

ろん各大学の指定した連絡方法に従うのが無難であるが、大学によってはメールによるリマイ

ンド機能がなく、学生からの書き込みがないか教員が定期的に巡回する必要があり、可及的速

やかに対応できない恐れがあった。また、教員から学生への連絡についても、学生がメールを

毎日確認してくれるのかどうか定かではなく、あるいは大学から届く膨大なメールの山に埋も

れてしまう不安もあった。

そこで、思いついたのが LINEを利用することである 11。おそらく LINEを使っていない学

生はいない。これを通じて連絡をすれば、通知に気付かないことはないだろう。学生にとって

も普段から使い慣れているツールを使った方が、精神的な負担も減るのではないか。

また LINEは各大学の LMSが機能しなかった場合の保険でもあった。コミュニケーション

ツールを各大学が提供するシステムだけに限定すると、万が一、サーバなどに不具合が生じた

場合に連絡を取り合う手段を失うことになる。安定したプラットフォームを外部にいくつか

持っておくべきであると感じたのだ。

もちろん、まだ友人にもなっていない学生たちが LINEアカウントを知らせ合うことには

抵抗があるであろうから、グループトークの方式はとらず、オープンチャット機能を利用する

ことにした。これは LINEのアカウントさえあれば、Webの匿名掲示板のように、互いにア

カウントを知らせなくとも、トークをしたり、情報を収集したりできるサービスであり、実際

に地域の掲示板などで広く活用されている。この機能を使ってクラスの「掲示板」を作成して、

学生に実名で登録してもらえば、学生同士でも交流できるようなプラットフォームができるの

ではないかと考えたのだ 12。また、オープンチャットの「投票機能」を活用して「教科書は手

許に届きましたか？」「Zoomで交流会があったら参加しますか？」といったアンケートを簡

単に集めて、学生の状況や意向を速やかに確認することが可能であった。

このようにして作った LINEのオープンチャットはとりわけオンデマンドの授業において

筆者と学生を結びつける重要なツールとして機能した。しかしながら、実際に運用を始めてか

ら気付いたのは、LINEで積極的に質問をしてくれる学生は一部に限られ、思いのほか質問が

少ないということであった。その一方でメールでの相談が五月雨式に来ることから、学生たち

はまだ親しくなっていない同級生の目を気にして発言しないのではないかと推測した。授業中

に挙手して質問するのが躊躇われるのと同様に、まだ打ち解けていないメンバーの中で発言す
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るのはそれなりに勇気の要ることである。

そこで、質問の受付に関しては、次項で説明する Googleフォームを中心とすることにし、

LINEは筆者からの連絡や、学生からの質問を全体で共有するためのツールとして利用するこ

とにした。幸いに事務連絡が滞ることはなく、既読確認機能もあるので閲覧の有無も確認でき

た。各大学のMoodle等の連絡手段に遅延が見られるときも、LINEを経由して迅速に伝達す

ることが可能になった。

また、筆者のオンデマンド授業は、期限以内に課題を完了できればいつ受講してもよいこと

にしていたが、春学期は半数程度、秋学期は４分の１程度の学生が正規の授業時間に課題に

取り組んでくれた。そこで、学生たちがリアルタイムで受験する様子を見て、良く見られる

間違いなどについて LINE上でコメントを加えたりした 13。なお、LINEにはデスクトップア

プリがあるので PCでも使うことができる。教材作成、授業録音などと同時進行で、いつでも

LINEを通じた連絡ができるような体制を整えた 14。

第２節　Googleフォームによる匿名質問受付

先述のように、LINEやメール、あるいはMoodleのメッセージ機能を通じた質問は開講前

から見られた。しかし、わざわざメールで送るのは躊躇われることもあるだろう。自分だけ

が理解していないのではないかという羞恥心から、再度の説明への要望もしにくいのではな

いか、あるいは教員の誤植や言い間違えも面と向かっては指摘しにくいだろう。より質問の

ハードルを低くするために利用を決めたのがGoogleフォームを使った質問受付窓口であった。

これを匿名で質問できる「目安箱」として提示したのである。Googleフォームはシンプルな

記述式のフォームにしたが、投稿されたらすぐに通知メールが届くように設定し、速やかに

LINEを通じて返答するシステムにした。

この方式は諸刃の剣であった。匿名での投稿は、質問の数を必然的に増やす。それに対応で

きるのか。あるいは、教員への批判なども投稿しやすくなるのも事実である。少々怖さもあっ

た。しかしながら、学生がいま何を考えているかを少しでも理解することを優先することにし

た。コロナ禍という緊急事態を経て彼らの心には大きな変化が見られるかもしれない。あるい

は、追い詰められている学生もいるかもしれない。彼らの声を少しでも聞いておく必要がある

のではないか、と考えたのである。

結論から言えば、この匿名の目安箱の設置は大正解であった。クラスによっては１日に２桁

の投稿が来ることもあり、対応に追われることにもなった。愚痴や不満も投稿された。しかし、

それに対して一つ一つ真摯に対応していくことで、学生とのコミュニケーションは間違いなく

円滑化した。筆者の授業は目安箱なしには成立し得なかったと思っている。以下、いくつかの

例を示してその効果を紹介したい。

学期当初の Googleフォームには学生の戸惑いが率直に記されていた。例えば教科書購入を
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巡って一部の学生は明らかに困惑していた。「教科書が手に入らない」「生協のサイトで売り切

れのまま」「Amazonでは高すぎる」「勉強道具一切を下宿に置いてきたまま実家に戻ってきた。

辞書も参考書もない」といった声が各大学で相次いだ。大半の学生は教科書を問題なく購入で

きていたが、購入に手間取った学生は途方に暮れ、どうしたらよいか分からない様子であっ

た。特に１年生は高校まで教科書は学校で配付されるものであって、自分で調達するものでは

なかったであろうから、戸惑いも大きかったであろう。生協や各書店のホームページのデザイ

ンが、慣れ親しんだ Amazonなどとは大きく異なったことも一因だったかもしれない。いず

れも販売サイトのリンクを LINEに載せたりして対応したが、教科書会社の配慮で教科書の

一部を PDFで提供してもらうことができ、これをMoodle上に一時的にアップロードするこ

とで、正常に授業運営を続けることができた。各社の迅速な対応に感謝したい。

また、Moodleをはじめとするネットに関わる戸惑いも数多く見られた。「Moodleにログイ

ンしてもエラーが出る」「小テストが動かなくなった」という技術的な質問は数多く、これら

は大学の情報関連の部局に回すべき問い合わせであろうが、同様の問い合わせが事務方に殺到

していることは容易に想像できたので、全て自分で対応することにした。操作に関することは

デスクトップ動画を撮影して YouTubeに限定公開して見てもらったりもしたが、端末由来の

エラーは再起動すればおおむね解決した。これらの回答もできる限り LINEで共有すること

で学生も対応を学び、この手の質問は次第に減っていった。

教員のミスを速やかに指摘してくれることも目安箱の利点であった。もちろん各コンテンツ

をアップロードする段階で完璧を期すべきなのであるが、とりわけ春学期は仮眠だけで仕事を

し続けるほか無かったので、必然的にケアレスミスは避けがたかった。解答をアップロードし

忘れたり、別の課の解答を載せてしまったり、小テストの〆切時間設定を間違えたり、小テス

トの解答が間違っていたり……と毎週どこかのクラスで細かいミスを繰り返し、そのたびに、

Moodleを修正して LINEで全体にアナウンスした。こういったエラーを指摘してくれたのは、

毎回率先して課題に取り組んでくれた学生たちであり、たび重なるエラーで困らせたことを申

し訳なく思うとともに、それでも１年間通して率先して受講を続けてくれたことに感謝したい。

授業が軌道に乗り始めると内容面の質問が増えはじめた。「２声と３声の違いがわからない」

「吗を使った疑問文と反復疑問文は何か違いがあるのか」「教科書で干という単語が出てきたが、

どういう文脈で使うのか」などなど、毎回のように様々な質問が飛びだしてきた。これらの質

問に対して LINEで回答することで、質問していない学生も新たな視点を得ることができた。

「オープンチャットや目安箱があるので会っていなくても他の人が疑問に思っていることがわ

かり、自分も新たな発見につながった」とアンケートで述べてくれる学生もいた。

また、学生が忌憚なく意見を出してくれたので、授業運営を絶え間なく改善することができ

た。例えば、課題の分量については、学生はどうも90分以上課題に時間がかかると「多い」と

感じる向きが多いようであった。対面であれば90分の授業の前後に予習復習で最低でも１～２



165

コロナ危機における中国語オンライン授業の挑戦

時間はかけてほしいので、正直なところ、もっと負荷をかけても良いのではないかとも思った

が、やはり心理的に圧迫感があると学習効率も落ちる。課題を作るときには、ポイントを絞る

ようにして重複を避け、学生が効率的に学習できるよういっそう心がけることにした。また、

学生の通信環境を考慮して小テストの時間を伸ばしたり、フィードバックの時間をできる限り

早めたり、例文を増やした補助教材を配布するなど学生の意見から生まれた改善は多い。

目安箱を導入したことによって、授業そのもののあり方が根本から変わることもあった。あ

る中級クラスの事例である。授業が始まって１ヶ月ほどしたところで、以下のような投稿が相

次いだ。

「様態補語など習っていない分野や単語が多くテストが難しいです」

「比較の表現を一年生の時に習っていないので第３課の学習のみだと理解がおいついてい

ません」

「実力を上げるためにテストを難しくしてくださっているのだとは思いますが、おそらく

先生の思う私達の語彙力を始めとした様々な部分に乖離があると思います。特に復習テス

トの方で知らない単語や文法がしばしば出てきてとても大変です。正答率も必然的に下

がってしまうため成績が低くついているのではないかとも心配になっています。単語だけ

でも教科書に登場したもののみにしてくださるとありがたいです。」

「今日「把」が入った文章が出てきましたが、把構文ってなんですか？」

そのクラスでは、中級の授業でありながら「gāoxìng de bùdéliǎo」のようなピンインを簡体

字に直す問題の正答率が４割未満と想定外に低かったので不安を感じてはいたのだが、ほぼ満

点を取得してくれる学生もおり、当初はそのような意欲ある学生たちの水準を高めることに夢

中で、課題を平易にしようとは考えていなかった。しかし、「比較を習っていない」「様態補語

を習っていない」とはどういうことか。筆者は受講生が１年生の時にどのような学習をしたの

か全く確認せぬまま授業を進めていたことに気付いた。LINEや Googleフォームで情報を集

めたところ、その日のうちに次々と情報が寄せられ、１年次の授業では20課ある教科書のう

ち14課までしか終わっておらず、補足教材なども配付されていないことなど様々なことがわ

かった。要するに課題が出来ていた学生は、自分で参考書などを使って学習していたにすぎな

かったのだ。大半の学生にとっては、１年次から真面目に学習していたにも関わらず、２年次

からオンライン環境に放り込まれたあげく、手に負えないほど難しい問題に取り組まされ、わ

けもわからずに戸惑っていたというわけである。早速教科書会社に事情を説明して当該教科書

を入手すると、14課までには把構文はおろか、補語すらひとつも出てこない。つまり deとい

えば「的」しか思い浮かばない状況であった。例文も中国語検定４級レベルの単語に限定して

いたのだが、これでは難しいと感じて当然である。初級中国語の文法事項で重要なことはおお
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むね教科書の後半部分に集中しているから、このまま中級教材を学び続けても何も身につかな

いだろう。学生との連絡経路がなければ「１年生の時に不真面目であった学生が多い」と思い

込んでいたかもしれない。

このクラスに関しては授業計画を根本から変更せざるを得なかった。１年の教科書の15課～

20課を学習していないことを前提に解説音声を作り、スライドの例文も単語をさらに厳選し

た。そして、補語や比較などの講義と確認問題を作成して数週間掛けて学習しなおしてから、

本来の授業内容に戻すことにしたのである。

幸いこの一連のやりとりは、学生との一定の信頼関係を築くことに寄与したようで、春学期

のアンケートでは、柔軟に授業内容を変更したことに対する感謝の声が多数寄せられた。

筆者としては、Googleフォームによる意見収集は、授業中に間接視野で行っている様々な

観察の代用のようなものであった。もちろん、膨大な量の意見に対して向き合うのは容易なこ

とではない。しかしながら、結果としてこの仕組みを取り入れたことで教員が学生の意見に声

を傾けやすくなり、学生の不安・不満を大いに和らげ、授業へのモチベーションを最後まで保

つことに繋がったのではないかと思っている。授業形態の如何を問わず、教員に気楽に声を掛

けられるような雰囲気作りは、これからも続けていかねばならないだろう。

第３節　個別にフィードバックする

筆者の講義では、オンラインでは例年通りの筆記試験が困難であることを前提として、評

価の軸を形成的評価に置いた。Zoomを利用できた場合は、後述するように学生と一対一で

面談しながら口頭試験を実施したが、オンデマンドの場合には、朗読課題を実施して音声を

Moodle上に提出させた。Moodleの課題窓口には詳細なフィードバックを入力することがで

きるので、得点だけでなく採点の根拠を詳細に記して返却した。オンデマンド型の授業では、

学生のアンケートを見る限りでは、この試みも非常に歓迎を受けた。

数百人の学生に対して迅速にフィードバックを行うため、課題文とそのピンインは雛形とし

て準備して、フィードバック欄にコピーアンドペーストを行い、修正すべき点を太字で強調し

て示し、改善方法などを提示した。同じ間違いを繰り返す場合には、Moodleの音声録音機能

を使って模範音声を吹き込んで示した。これは非常に手間がかかる作業であり、音読課題を出

した週には、度重なる徹夜は避けられなかった。しかし、それでもこのフィードバック作業を

続けたのは、２回、３回と続けていくにつれて確実に学生たちの発音が改善されていったから

である。英語も含めて個別に発音のフィードバックを受けた経験が全くない学生も少なからず

いたため、自分の発音がどうしてうまくいかないのか、その理由が初めて理解できた者も少な

くなかったようである。また、発音が良かった学生、あるいは前回と比べて改善された学生に

は、称賛の声を惜しまないようにしたので、学生たちのモチベーションは確実に上がっていた
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ようだ。このフィードバックを毎回楽しみにしていた学生も少なくなかったようである。その

分、フィードバックが遅れた際には催促が来ることもあった。学生からの感想の中には「疎外

感を感じずに済んだ」「モチベーションが上がった」という言葉も見られた。スクリーンの向

こうに生身の人間を感じさせるようなフィードバックの重要性を深く感じた１年であった。

そしてこのような経験から改めて痛切に感じたのは、学生たちが求めているのは教員から個

別に送られるメッセージなのではないかということであった。つまり、集団としての学生では

なく、顔と名前のある個人として扱って欲しいのではないか。このフィードバック作業で、そ

のような欲求がある程度満たされたことが、授業へのモチベーションにも繋がったのではない

か、というのが筆者の持っているひとつの仮説である。

筆者は対面の語学授業で「ゴールデンウィークまでに受講生全員の顔と名前を覚える」こと

を義務として課してきた。語学の授業は、学生を頻繁に指名するものだが、極力名簿に顔を落

とさず、集中力が下がっていそうな学生や、答えられそうな雰囲気を全身で醸し出している学

生を臨機応変に指名したいものである。授業に関係の無い私語をしていたら、即座に「○○

君、何話しているの？」と呼びかけるだけで、私語は格段に減る。やはり、語学の授業は、学

生はしっかりと個体識別するほうが、教員としてもやりやすいし、学生のパフォーマンスも上

がる。

このような姿勢は、オンラインでも貫いた。Zoomで顔を合わせる学生は勿論のこと、顔も

知らない学生も課題への取り組み方や、実際に提出してくれる朗読音声など、様々な所に個性

が滲み出ている。フィードバックも定型文に頼らず、相手の名前をできるだけ呼びながら課題

点を指摘し、相手をイメージしながらどのように伝えるべきか思考することは、対面と同様、

いや顔を合わせられない分、より一層頭を悩ませながら行った。もちろん、そのような気遣い

など余計なお世話と感じる学生もいるだろうが、この姿勢を貫くことで学生の負担が増えるわ

けではない。こういった筆者の態度に対して少なからぬ学生が意気に感じてくれたことは心か

ら嬉しく思うとともに、今後の教育でも同様の努力を続けていく必要性を強く感じた。

第３章　学生と話す、学生同士が話す

筆者の今年度のオンライン授業の中核は前章までにおおむね説明した。最後に付け加えるの

は、オンラインでどこまで学生を結びつけることができるのか、という試みである。筆者は中 

国語をはじめとする語学の必修授業は、学生同士の交流のプラットフォームとして機能してい

ると考えている。LINEのオープンチャットで意見を共有するだけでも「自分だけではない」

という孤立感からの解放は実現できたかもしれないが、学生同士が直接結びつくわけではない。

実際に会えなくとも、せめてカメラ越しにでも言葉を交わすことはできないだろうか。コロナ

禍で友人を作る機会を逸している学生をどうにかして結びつけられないか。特に１年生は、入
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学式も懇親会もなくなり、サークル等への参加もままならず、同年代の友人と交流したい気持

ちが強いことが予想されたので、最初の授業はかなりの時間を交流会に当てた。その際に使っ

たツールの一つが Remo（https://remo.co/）というWEB会議ツールであった。このツールの

特徴は「会場を自由に動き回り、メンバーに話しかけることができる」機能を有することであっ

た。Zoomのブレイクアウトルームは教員がコントロールすることになるが、Remoは学生が

自由に話し相手を選ぶことができる。試験的に利用してみたクラスでは大いに盛り上がった。

ただ当時の難点は英語版しかないこと（現在は日本語版がリリースされた）、そして一部の学

生に不具合が生じ、その原因が特定できないことであった。

結局、2020年度の段階で最も活用できたのは Zoomのブレイクアウトルームであった。こ

れに教員が一工夫加えることによって、学生と学生のあいだの交流を促すことにしたのであっ

た。例えば、交流会の席ではお決まりの「みんなの前で自己紹介」もしてはもらうが、最も長

い時間を使ったのは、ワークシートなどを準備して質問ゲームなどを行いながら交流を促すこ

とであった。いきなり、「さあみんな交流してください！」とか、「さあ自由に話してくださ

い！」と言っても、下手をすれば何をどう話してよいかわからず気まずい雰囲気が流れること

もあるだろう。実際に筆者は初年次教育などでそのような失敗を繰り返してきた。このような

場合には、例えば「誕生日の順で自己紹介してください」と指示を与えるだけで、相手の誕生

日を確認するという会話が生まれるから、それだけで以降のコミュニケーションはスムーズに

なる。簡単な形式を準備してあげることが大事なのである。筆者は毎回の反省を糧にして、手

札を増やしてきてはいたが、オンラインで実施する際にはどのような形式が良いか、いかなる

テーマで交流してもらうのかは、毎回遅くまで知恵を絞った。

授業が本格化すると、筆者は Zoomのアカウントが付与された大学では積極的に利用し、相

互交流を活発化させるべく、ペアワークとグループワーク、さらに教員と１対１で実施する口

頭試験に重きを置いた。ペアワークについては発音練習時にブレイクアウトルームを作成して

２人組、もしくは３人組になって教科書を読む練習をしてもらった。これについては、あえて

各部屋を巡回することは避けた。学生同士でリラックスしながら練習してもらい、余った時間

には息抜きに雑談でもしてもらいたいと思ったからだ。

グループワークは口頭試験と対になるものであった。毎月１回程度、朗読等の口頭試験を課

したのだが、試験そのものは１対１で行う。その際に、該当者以外は４～５人程度のブレイク

アウトルームに分けて、適宜グループワークを実施してもらう。一例を挙げると、１年生の場

合は世界の地名を簡体字で書いたシートを配付し、それをグループで協力して埋めてもらっ

た。作業自体は簡単で、要領良く作業すれば10分程度で終わってもおかしくない分量だが、学

生同士の交流を促進することを主眼にしていたので、残りの時間は自由に使ってもらった。そ

のほか、中国語の料理のメニューを配って、注文するなら何が良いか選ばせる、という課題
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や、春節に関わるキーワードをいくつか提示して、それを使って簡単な作文を作ってもらう課

題を出したりもした。このような教室での活動は中学や高校の英語教育の現場に蓄積があるの

で、適宜参照しつつ、大学生向けにアレンジを加えて実施した。このような共同作業があった

ほうが、お互い言葉を交わすきっかけにもなるのではないかと思ったのである。

学期末には30～60の例文を暗記させて、そのうちのいくつかを答えさせる、という口頭試

験を実施した（図２参照）。参照できないように目を閉じて解答してもらうので、学生にとっ

てはかなり緊張するようだが、このような適度な緊張感を与える「イベント」の存在は、単調

になりがちな在宅での学習に少しでもメリハリを与えることができたのではないか。そして、

学生の学力を高めることはもちろんのこと、学生の間で勉強についての会話を増やすことも狙

いの一つであった。実際に学生同士で勉強して試験に臨んだ者もいたようで、中には「家族に

協力してもらいました！」という学生までいた。もしこれを切っ掛けに家庭内で大学の勉強に

関する会話に花が咲いたのであれば、それは思いもよらぬ波及効果である。

図２　秋学期期末試験に用いた例文集（googleスプレッドシートで作成）
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これらの試みは概ね学生から好評を得た。期末の匿名アンケートで「友達ができた」「この

授業をきっかけに色んな人と話せた」と喜びの声を寄せてくれる学生が多く、試みが無駄でな

かったことに安堵した。この貴重な縁をこれからの対面での活動でも積極的に活かしてもらい

たいものである 15。

終わりに

以上、筆者の2020年度のオンライン授業の概要を示してきた。総括すれば、筆者の授業は

Moodleを用いた厳しい学習管理を実施しながら、LINEや Googleフォームなどのツールを

使って双方向性を保ったことにより、当初想定していた以上の効果を上げることができたと自

負している。さらに Zoomで学生の交流を促すことができたクラスは総じて満足度が高かった。

良い授業をすれば質問が増え、それに回答することによって、学生の知がさらに起動すること

は対面授業でも経験してきたが、それが制限の多かったオンラインでもある程度実現できたこ

とは望外の喜びである。成果がMoodleによって数値化されるので、努力すれば確実に授業が

良くなってゆくという実感が得られたことも筆者のモチベーションを高めるのに貢献した。

しかしながら、筆者の「成功」は必ずしも以上のシステムが優れていたからだと単純に結論

づけることはできない。第一に、コロナ禍という特殊な状況が与えた緊張感が、筆者の授業で

は良い方向に作用したのではないかと思うのだ。先の見えない状況で、学生たちはおおむね教

員の指示をよく聞き、課題にも真剣に取り組んだ。１回あたり予習復習含めて３～４時間かけ

て学習してくれた学生も少なくなかった。２年生以上で、１年次に要領よく単位を取得した学

生も、今年はそのノウハウを使うことができないので、まずは真剣に向き合わざるを得なかっ

たに違いない。今年度の授業は、学生の例年にない努力に支えられていた。その結果として、

学力の向上が多くの教員によって感じ取られたのである。2021年度以降に同じことをしたから

といって、同等の効果が得られるとは限らないだろう。

また、このシステムは教員が生活の全てを教育に振り向ける覚悟がないと回らない可能性が

あるのも事実である。Googleフォームに投稿される様々な意見に LINEで返答を続け、手書

きの課題にも、メモ書きのように「これで合っていますか？　自信が無いです」「こういう別

解もありですか？」といった書き込みが見られたので、これにも丁寧にコメントを返した。さ

らに朗読課題に対しては先述のような丁寧なフィードバックを繰り返すことによって、いつの

まにかメールやMoodleのメッセージと言った、匿名化されない個人個人とのやりとりも増え

ていった。このように確実にフィードバックがあるということは、学生との信頼関係を深め、

新たなコミュニケーションがそこに生まれ、好循環を生み出すが、教員の側に学生とのコミュ

ニケーションを優先する意識、あるいは楽しむ姿勢がないと、１年間続けることは難しいだろ

う。筆者が行った授業実践は多分に属人的なものであり、万人に薦められるものではないのか
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もしれない。

また、筆者の授業から零れ落ちてしまった学生もいたことも事実である。脱落しそうな学生

にはメールを送り、成績提出期限まで連絡を待ったが、最終的に全履修生の３％程度の学生は

単位が取得できなかった。当該学生にはもう少し違った声がけをするだけで結果が異なったの

ではないかという思いが強い。ただ、完璧な授業運営など存在しないのであるから、今回の問

題点や、学生たちからもらった貴重な意見の数々を、来年度以降の筆者の教育に活かしていく

ことにしたい。

今年のオンライン授業に対する学生からの反応を見ていて強く感じたのは、たとえオンライ

ンであっても教員の熱意は伝わる、ということであった。例えば、春学期、体力的に続かなく

なった時期に、フィードバックが大幅に遅れていることを率直に詫びたところ、複数の学生か

ら目安箱に励ましの言葉をもらってしまった。授業終了後の任意の匿名アンケートでは「解答

する側が大変な量の課題を一から作り、その上、リアルタイムでサポートしてくださるのは本

当に大変だと思います。」「時には厳しく上達した時にはたくさん褒めてくださる先生のコメン

トがいつも励みになっていました。先生から直接コメントをいただけるというのが、一番嬉し

かったです」「先生が時間をかけて準備してくださっているのが伝わってきて、私も本気で頑

張らねば！と中国語は特に重きをおいて勉強しました！」といったコメントを最後にもらえた

ことは教員冥利に尽きた。

筆者としては、このコロナ禍によって学生を学習の機会や大学キャンパスでの貴重な経験を

奪われた「谷間の世代」とするのではなく、変わりゆく大学に最初に適応を始めた「黄金世代」

として世に送り出したいと思っている。各大学で何人かの学生から、来年度は必修ではないが

継続履修したいとの相談や、独学で勉強を続けたいので良い方法を教えて欲しいという相談を

受けた。学び続ける意欲ある学生が存在することは、大変に心強く感じる。筆者の悪戦苦闘は

一つのモデルケースとして提示することは出来ないが、最低限のリソースで、「学びを止めな

い」ことには一定の成果を上げたものと自負している。これから学生たちが、より深い学びを

続けていき、変わりゆく世の中を支えてゆく人材として逞しく成長してゆくことを願ってやま

ない。
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注
 １ なお、2020年度前期に行った慶應義塾大学法学部での授業実践の概要については、大嶋えり子・小泉

勇人・茂木謙之介編著『遠隔でつくる人文社会学知―2020年度前期の授業実践報告―』（雷音学術出版社、

2020年）に寄稿した。
 ２ 本稿ではMoodleの設定方法なども詳細に紹介する予定であったが紙幅にも限りがあるので、いくつ

かのサイトを紹介するに留めたい。熊本大学教授システム学研究センターでは各種マニュアルを閲覧す

ることができる（https://www.ield.kumamoto-u.ac.jp/?page_id=77）。富山大学も有益な情報を多数公

開している（https://www.itc.u-toyama.ac.jp/moodle3/guide/index.html）。今年からMoodleを導入した

早稲田大学もマニュアルが充実している（https://www.wnpspt.waseda.jp/teacher/wsdmoodle/）。ただ、

Moodleは頻繁に更新されていくので、最新バージョンを反映することは難しい。英語の情報にはなる

が、https://moodle.org/に掲載される情報やフォーラム上の議論を参照することもお勧めしたい。
 ３ 声調付きのピンイン入力は難しいので、han4yu3のようにピンインの後ろに声調を半角数字で書かせ

るようにした。üはｖで代用した。
 ４ 単語テストの作成の仕方は比較的にシンプルにして自分の負担を軽減するようにした。教科書の新出

単語を入力していき、それをシャッフルする設定にするだけで、一定の難易度は確保される。また、２

回目以降の受験の際にも再度シャッフルされるので、単純に出題順に解答を覚えて解き直すことはでき

なくなる。
 ５ 「いらすとや」（https://www.irasutoya.com/）は、みふねたかし氏が運営する無料イラストを提供する

ウェブサイトで、豊富なコンテンツから自分のイメージに合うイラストを検索することが可能である。
 ６ なおこの並び替えテストの作り方は、かねてよりMoodleの使い方について貴重なご助言をいただい

ていた熊本大学教授システム学研究センター特定事業研究員の市村由起先生のご教示による。記して感

謝したい。
 ７ 学生が自分で学習管理をすることを前提にすれば、Quizletや Ankiなども選択肢として成り立つが、

Moodleに組み込んだ方が教員が課題実施状況を一元的に管理できる。
 ８ ただし、Moodleの並べ替え問題は、同じ単語が繰り返し出てくるような文章には適していない。た

とえば動詞＋目的語のあとに様態補語が来る場合、動詞を繰り返すことになる。例えば、「他说汉语说

得很流利」を一文字ずつ並べ替え問題にすると、最初の「说」と２回目の「说」が選択肢２の「说」と

選択肢４の「说」という別のデータとしてMoodleに認識される。しかし、我々の目にはどちらの「说」

が２番目の選択肢であるかはわからなくなる。それゆえ、このような問題は避けるか、「说得」や「说

汉语」といったフレーズを選択肢にするなどして工夫する必要がある。筆者はそのことに気付かずに出

題して、あとで全員に加点する作業を行う必要が生じた。
 ９ ある課題を提出したら活動完了になるように設定しておき、その後に PDFファイルにアクセスでき

るように設定しておくのである。課題の再提出を不可に設定すると、不正を予防できるが、筆者の授業

ではそのような設定をせずともほぼ全員が不正をすることなく最後まで受講してくれた。
 10 アンケートは、春学期と秋学期の終わりに Googleフォームを用いて匿名で意見を集めた。
 11 ビジネスの現場で採用されている Slackの活用も前向きに考えたが、新しいツールを増やすと ITが

苦手な学生には負担が大きくなるのではないかと考えて今回は見合わせた。
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 12 唯一の懸念は大学外のサービスを使っていることによるセキュリティの問題であった。「オープン

チャット」ではあるが、外部にオープンにすることは避け、外部から検索はできないよう設定した。当

初は登録にパスワード（参加コード）を必須にしたが、この方式では LINEで年齢認証が行われていな

いアカウントが弾かれてしまうことがわかった。所謂「格安スマホ」は認証機能が提供されていないの

である。それゆえ制限は解除して「全体公開」タイプに変更し、全員が登録を終えた段階で「参加コー

ドの入力」に戻すことにした。）
 13 もちろん解答は伝えられないので、教科書の～を参照、第○課でやったあの項目を応用する、などの

ヒントを与えた。
 14 Moodleのフォーラム機能でも同様のコミュニケーションが実現でき、一元化するという意味ではそ

の方が適切であったかも知れないが、負荷を分散することが求められていた今年度の状況においては、

やはり LINEが最適解ではなかったかと思っている。
 15 一部の中級のクラスでは１年の時にあまり互いに交流がなかったのか、交流に消極的なクラスもあっ

た。そこではグループワークは避け、一人一部屋のブレイクアウトルームを作った上で待機してもらい、

希望者は自由に部屋を移動できる設定にした。その上で、教員は各部屋を回って１対１の暗唱試験を実

施した。この方式でも、何人かの学生は友人と会話を楽しんだようである。


